
小
論
の
目
的
は
、
最
近
管
見
に
入
っ
た
杉
山
茂
丸
の
筆
に
な
る
「
建
白
」
と

称
す
る
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
う
ち
、
彼
が
日
韓
合
邦
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
部
分

に
よ
っ
て
、
こ
の
合
邦
運
動
に
お
け
る
杉
山
の
立
場
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ

ヲ
（
》
Ｏ

「
建
白
」
は
四
六
版
二
○
七
ペ
ー
ジ
の
小
冊
子
で
、
白
い
無
地
の
表
紙
に

は
、
そ
の
左
肩
の
部
分
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
「
建
白
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
著
者
名
も
な
い
。
そ
し
て
、
一
・
ヘ
ー
ジ
目
の
序
に
相
当
す
る
項
の
見
出
し

に
は
、
「
我
帝
国
政
治
向
き
全
体
御
改
革
の
儀
に
付
建
言
の
次
第
」
と
あ
り
、

こ
の
項
本
文
冒
頭
に
、
「
草
葬
の
小
生
杉
山
茂
丸
、
敢
て
尊
厳
を
冒
籟
し
誠
慢

謹
ん
で
我
内
閣
総
理
大
臣
閣
下
に
奉
建
言
候
」
と
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
杉
山
の

名
を
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
対
応
的
に
、
最
後
の
第
十
二
項
「
北
海
道

千
島
樺
太
は
全
く
現
状
を
打
破
し
特
殊
の
方
法
を
以
っ
て
御
改
革
被
遊
度
存
申

候
事
」
の
終
り
の
部
分
に
「
大
正
十
二
年
月
日
杉
山
茂
丸
」
と
あ

り
、
そ
の
宛
て
さ
き
は
「
内
閣
総
理
大
臣
殿
閣
下
侍
曹
」
と
な
っ
て
い
る
。

I■■■■■■

日
韓
合
邦
運
動
と
杉
山
茂
丸

著
述
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
右
の
大
正
十
二
年
と
い
う
の
が
、
全
文
を
通
じ

て
著
述
時
期
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
唯
一
の
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
こ

の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
大
正
十
二
年
中
の
も
の
と
一
応
考
え
て
よ
い
。
そ
し
て

こ
の
こ
と
は
、
右
の
序
文
中
に
、
杉
山
自
身
の
年
齢
に
つ
い
て
、
「
小
生
等
の

如
き
は
未
だ
僅
か
六
十
歳
を
過
ぎ
ず
」
の
一
句
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
彼
の
政

界
の
知
人
に
つ
い
て
、
そ
の
姓
名
を
列
挙
し
た
中
で
、
「
現
在
に
て
は
只
一
人

の
松
方
正
義
侯
一
人
を
残
す
有
様
と
相
成
候
。
而
し
て
松
方
侯
は
齢
已
に
九
十

に
垂
ん
と
し
て
云
々
」
の
一
句
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
る
。
杉
山

は
一
八
六
四
年
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
か
ぞ
え
年
六
十
才
は
、
一
九
二
三

年
、
大
正
十
二
年
に
当
り
、
松
方
の
死
去
は
大
正
十
三
年
七
月
二
日
で
、
行
年

か
ぞ
え
年
の
九
十
才
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
大
正
十
二
年
中
に
「
九
十
に
垂

ん
と
し
て
」
と
い
っ
て
も
不
適
当
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
建
白
」
の
著
作
時
を
大
正
十
二
年
中
の
こ
と
坐
す
る
と
、
そ
の
宛
て
さ
き

の
首
相
は
加
藤
友
三
郎
（
二
・
六
・
一
二
’
一
二
・
八
・
二
六
）
か
、
山
本

権
兵
衛
（
一
二
・
九
・
二
’
一
二
・
一
二
・
九
）
か
の
い
ず
れ
か
に
な
る
が
、

序
文
の
は
じ
め
の
部
分
に
、
「
天
上
の
神
機
一
た
び
躍
動
し
て
大
命
忽
ち
に
閣

西
尾
陽
太
郎
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下
に
下
降
し
、
閣
下
叉
英
邇
の
資
を
以
っ
て
帝
国
無
比
の
重
職
に
御
就
任
被
遊

候
処
」
と
い
う
、
政
権
更
替
を
示
す
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
察
し
て
、
加
藤
内

閣
が
倒
れ
た
の
ち
の
山
本
権
兵
衛
の
内
閣
組
識
に
当
っ
て
こ
れ
が
提
出
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
建
白
」
著
作
の
時
期
は
、
大
正
十

二
年
九
月
以
降
と
な
り
、
そ
の
下
限
は
松
方
死
去
の
日
と
な
る
。
し
か
し
、
大

正
十
二
年
九
月
と
い
え
ば
関
東
大
震
災
の
そ
の
時
に
当
る
が
、
「
建
白
」
中
、

こ
の
地
震
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
に
不
審
は
残
る
。

次
に
、
こ
の
「
建
白
」
の
内
容
は
次
の
如
く
で
、
序
文
の
ほ
か
十
二
項
目
に

わ
た
っ
て
い
る
。

序
我
帝
国
政
治
向
き
全
体
御
改
革
の
儀
に
付
建
言
の
次
第

第
一
畏
れ
な
が
ら
、
帝
国
政
治
の
御
改
革
は
、
皇
室
に
於
て
十
分
に

其
必
要
を
思
召
出
さ
せ
ら
る
上
様
の
御
輔
佐
が
根
本
に
御
座
候

と
奉
存
候

第
二
内
閣
総
理
大
臣
の
心
得
を
改
め
る
事
を
大
事
と
存
申
候

第
三
議
会
及
人
民
に
与
へ
ら
れ
た
る
言
論
出
版
の
自
由
、
並
に
学
問

の
政
治
以
外
に
立
つ
べ
き
理
由

第
四
宮
内
省
は
元
々
政
治
に
関
係
な
き
役
所
な
が
ら
、
夫
が
最
も
政

治
の
根
本
に
大
関
係
有
之
様
存
申
候
間
、
一
言
申
上
度
候

第
五
外
務
省
改
革
の
事

第
六
大
蔵
省
改
革
の
事

第
七
内
務
省
改
革
の
事

第
八
司
法
省
改
革
の
事

第
九
文
部
省
改
革
の
事

第
十
陸
海
軍
に
改
草
を
行
ふ
事

第
十
一
台
湾
朝
鮮
の
政
治
改
革
の
事

第
十
二
北
海
道
、
千
島
、
樺
太
は
全
く
現
状
を
打
破
し
特
殊
の
方
法
を

以
て
御
改
革
被
遊
度
存
申
候

右
の
十
二
項
目
に
わ
た
る
改
革
意
見
を
通
覧
す
る
と
、
そ
の
記
事
内
容
及
び

叙
述
の
点
か
ら
見
て
、
こ
の
「
建
白
」
は
必
し
も
正
式
に
首
相
あ
て
に
提
出
す

る
た
め
に
書
か
れ
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
首
相
は
じ
め
政
界
各
方
面
に
配
布

す
る
た
め
に
、
首
相
あ
て
「
建
白
」
の
形
式
を
か
り
て
書
か
れ
た
も
の
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は
、
日
本
の
将
来
に
向
け
て
の
改
革
案
の
建
言
で

は
あ
る
が
、
同
時
に
杉
山
自
身
、
政
界
か
ら
の
引
退
の
辞
の
意
も
こ
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
序
文
の
一

部
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

例
て
小
生
等
が
殆
ん
ど
此
四
十
年
間
に
近
き
努
力
は
或
は
憂
国
と
云
い
或
は

忠
君
と
云
ふ
て
多
く
の
人
々
と
共
に
右
往
左
往
に
立
騒
ぎ
候
事
は
其
言
や
正

其
行
ひ
や
義
な
り
し
と
仮
定
す
る
も
其
結
論
は
悉
く
不
善
不
良
な
り
し
と
断

言
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
事
に
立
至
り
・
・
此
は
決
し
て
現
在
以
後
の
人
の
罪
に
は

無
く
慥
か
に
現
在
以
前
の
人
々
の
罪
悪
と
揚
言
し
て
差
支
無
之
儀
と
存
候
此

故
に
小
生
は
少
な
く
共
小
生
等
に
従
来
よ
り
関
係
あ
り
し
人
々
を
代
表
し
て

其
行
為
の
不
善
不
良
な
り
し
事
を
自
白
し
且
つ
謝
罪
せ
ん
と
致
候
次
第
に
御

座
候

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
要
す
る
に
、
大
正
も
十
年
を
過
ぎ
た
現
在
、

そ
の
情
況
は
す
べ
て
彼
、
明
治
人
の
志
に
違
っ
た
も
の
と
成
り
果
て
た
と
い
う

事
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
伊
藤
博
文
（
明
治
四
二
年
没
）
を
は
じ
め
、
桂
太
郎

（
大
正
三
年
没
）
、
山
県
有
朋
（
大
正
十
一
年
没
）
、
大
隈
重
信
（
大
正
十
一

年
没
）
な
ど
、
か
つ
て
の
杉
山
が
遊
泳
し
操
縦
し
た
政
界
の
星
座
が
日
毎
に
遠

く
消
え
て
ゆ
く
の
に
、
彼
ひ
と
り
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
心
境
に
あ
っ
て
、

一
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い
ま
六
十
才
還
暦
に
当
っ
て
政
界
と
の
挟
別
の
辞
を
こ
の
「
建
白
」
に
托
し
よ

う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
そ
の
過
去
に
つ
い
て
過
誤
の
罪
悪
を
「

謝
罪
」
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
政
界
の
黒
幕
的
策
士
で
あ
っ
た
彼
の
行
動

原
理
で
あ
る
「
乞
食
の
勤
王
」
或
は
「
も
ぐ
ら
勤
王
」
、
一
切
の
功
を
ほ
こ
ら

ず
一
切
の
賞
を
求
め
な
い
国
家
主
義
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
へ
り
く
だ
っ
た

表
現
な
の
で
あ
り
、
語
る
と
こ
ろ
は
却
っ
て
、
新
し
い
世
代
に
対
す
る
遺
訓
の

意
味
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
建
白
」
は
こ
れ
以
後
発
表
さ
れ
た
杉
山

の
自
伝
的
政
界
回
顧
談
た
る
「
俗
戦
国
策
」
（
昭
和
四
年
）
な
ど
の
原
形
と
も

見
る
べ
き
も
の
で
、
時
に
は
両
者
の
文
章
に
共
通
し
た
部
分
も
存
在
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
建
白
」
の
読
承
取
り
方
も
「
俗
戦
国
埜
座
の
中
で
示
し

て
い
る
杉
山
の
注
文
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

此
処
で
読
者
に
間
違
へ
て
貰
い
た
く
な
い
事
は
、
斯
く
ま
で
秘
し
て
居
っ
た

事
を
書
く
の
は
決
し
て
庵
主
が
自
己
を
顕
は
す
た
め
で
は
な
い
。
：
読
者
は

功
害
栄
辱
と
も
決
し
て
庵
主
の
上
に
加
え
て
見
て
は
イ
ヶ
な
い
。
：
．
読
者
は

庵
主
の
記
憶
に
対
し
て
二
割
も
三
割
も
充
分
割
引
し
て
読
む
事
…
し
か
し
左

様
な
事
実
が
屹
度
実
在
し
た
事
と
、
世
に
伝
播
し
て
居
る
事
の
大
部
分
が
嘘

や
間
違
で
あ
る
事
丈
は
庵
主
が
生
存
中
に
は
ど
こ
ま
で
も
保
証
す
る
。

一
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さ
て
、
こ
の
小
論
に
お
い
て
、
前
掲
「
建
白
」
の
十
二
項
目
中
、
た
だ
第

十
一
項
の
承
を
と
り
あ
げ
て
考
察
す
る
の
は
、
そ
れ
が
筆
者
の
最
近
の
研
究

テ
ー
マ
た
る
日
韓
合
邦
運
動
に
関
す
る
「
秘
話
」
を
載
せ
、
従
来
の
研
究
に
さ

ら
に
資
す
る
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
日
韓
併
合
問
題
に
関
し
て
、

こ
の
日
韓
合
邦
運
動
の
存
在
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
研
究
者
は
現
在
ほ
と
ん

ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
け
れ
ど
、
筆
者
と
し
て
は
、
日
韓
併
合
問
題
の

叙
述
に
、
こ
の
合
邦
運
動
の
経
過
を
除
外
す
る
こ
と
は
、
史
実
を
あ
ざ
む
く
も

の
で
あ
り
、
ま
さ
に
画
龍
に
点
晴
を
欠
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
た
し
か
に
日

韓
併
合
は
日
本
政
府
の
不
抜
の
方
策
と
し
て
、
終
始
強
引
に
推
進
さ
れ
達
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
く
、
そ
こ
に
は
政
府
首
脳
た
ち
の
現
実
主
義
的
な

目
か
ら
見
れ
ば
、
日
・
韓
民
間
有
志
た
ち
の
夢
想
と
も
い
う
べ
き
「
日
韓
連

邦
」
の
構
想
や
そ
の
願
望
な
ど
を
容
れ
る
余
地
は
な
く
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
運
動

者
の
協
力
な
ど
は
必
要
も
な
か
っ
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
明
治
四
十
二
年

七
月
に
日
本
政
府
が
、
日
韓
併
合
の
方
針
を
決
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
明

治
四
十
三
年
八
月
二
十
二
日
と
い
う
時
点
で
実
現
さ
れ
る
も
の
と
は
考
え
て
は

い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
閣
議
決
定
の
時
に
も
彼
等
は
日
韓
合
邦
運
動
の

利
用
す
べ
き
も
の
あ
る
こ
と
を
計
算
に
入
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る

し
、
彼
等
が
そ
の
方
針
を
短
時
日
の
う
ち
に
実
現
し
得
た
の
に
は
、
そ
れ
以
後

急
速
に
展
開
し
た
合
邦
運
動
の
成
果
（
合
邦
請
願
書
の
提
出
、
李
容
九
に
よ
る

韓
国
三
政
社
の
合
同
、
合
邦
賛
成
者
の
拡
大
と
そ
の
統
率
）
を
欺
き
取
り
、
す

り
か
え
る
こ
と
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点

に
関
し
て
既
に
内
田
良
平
も
昭
和
五
年
に
な
っ
て
、
そ
の
「
日
韓
合
邦
回
想

録
」
の
中
で
も
訴
え
て
い
る
が
、
杉
山
の
「
建
白
」
は
こ
の
点
を
特
に
杉
山
と

当
時
の
首
脳
た
ち
と
の
交
渉
の
経
緯
を
通
じ
て
示
し
て
い
る
の
承
な
ら
ず
、

官
・
民
の
間
の
「
パ
イ
プ
」
役
と
し
て
の
杉
山
自
身
の
「
ざ
ん
げ
は
な
し
」
と

し
て
そ
の
事
実
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
建
白
」
で
彼
は
併
合
以
前

に
お
い
て
は
桂
に
操
ら
れ
る
の
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
に
か
合
邦
運
動
を
も
っ
て

政
府
の
政
策
に
役
立
て
よ
う
と
し
、
併
合
完
成
後
は
逆
に
、
か
つ
て
の
一
進
会
会

長
李
容
九
の
私
的
顧
問
と
し
て
の
立
場
に
か
え
っ
て
、
合
邦
運
動
本
来
の
意
図
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を
強
調
し
、
政
府
の
対
韓
政
策
を
批
判
す
る
と
い
う
態
度
を
見
せ
て
い
る
。
彼

が
「
建
白
」
序
文
に
お
い
て
「
其
行
為
の
不
善
不
良
な
り
し
事
を
自
白
し
且
つ

謝
罪
せ
ん
と
」
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
日
韓
問
題
に
つ
い
て
こ
そ
、
そ
れ
は
も
っ

と
も
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
建
白
第
十
一
、
台
湾
朝
鮮
の

政
治
改
革
の
事
」
の
冒
頭
に
お
い
て
も
杉
山
は
次
の
よ
う
に
語
り
は
じ
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

小
生
は
此
台
湾
の
事
と
朝
鮮
の
事
丈
け
は
満
腔
の
憂
慮
を
有
し
居
申
候
間
、

乍
御
面
倒
十
分
に
御
聴
取
被
下
度
奉
願
候
。
殊
に
朝
鮮
の
事
の
如
き
は
小
生

現
在
死
生
の
境
界
に
相
立
つ
新
附
鮮
民
一
千
八
百
万
人
の
塗
炭
叫
喚
の
声
に

圧
迫
被
致
居
申
候
時
機
に
御
座
候
。
元
々
小
生
は
斯
民
を
救
済
す
る
が
目
的

に
て
今
尚
ほ
残
生
を
維
持
致
居
る
儀
に
御
座
候
が
、
今
や
万
策
尽
候
て
、
十

年
間
沈
黙
秘
蔵
致
た
る
幾
多
友
人
先
輩
の
間
に
纒
綿
し
た
る
秘
事
を
も
告
白

せ
ざ
る
得
ざ
る
の
悲
境
に
相
迫
り
候
事
、
武
士
の
一
分
と
し
男
子
の
義
情
と

し
て
重
を
耐
へ
得
ざ
る
儀
に
候
も
、
此
儘
に
致
置
候
時
は
彼
等
無
告
鮮
民
の

現
状
を
説
明
致
す
道
も
無
之
候
間
、
万
解
の
涙
を
呑
ん
で
窃
か
に
閣
下
に
訴

願
致
候
間
、
事
情
宜
敷
御
洞
察
奉
願
候
。

こ
の
文
に
見
て
も
、
こ
の
「
第
十
こ
項
中
、
彼
が
台
湾
問
題
よ
り
も
朝
鮮

問
題
に
重
点
を
お
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
そ
の
行

文
に
一
種
の
切
迫
感
が
強
く
に
じ
ゑ
出
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
何
故
に

彼
が
「
新
附
鮮
民
…
塗
炭
叫
喚
の
声
に
」
圧
迫
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

何
故
彼
が
、
そ
の
救
済
の
た
め
に
「
残
生
を
維
持
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
つ
ま
り
は
彼
が
「
日
韓
合
邦
」
の
亡
霊
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ

り
、
こ
の
事
は
彼
の
罪
劫
感
の
深
さ
を
示
す
が
ま
た
そ
れ
故
に
「
十
年
間
沈
黙

秘
蔵
」
の
秘
事
ｌ
彼
お
よ
び
当
時
の
政
府
首
脳
た
ち
の
ｌ
す
ら
告
白
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
杉
山
に
と
っ
て
日
韓
併
合
の
達
成
に
合
邦
運
動

利
用
の
事
実
は
抜
き
が
た
い
関
係
に
あ
り
、
併
合
は
合
邦
に
対
す
る
裏
切
り
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

杉
山
に
と
っ
て
朝
鮮
が
「
亡
霊
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の

「
建
白
」
第
十
一
の
文
中
に
も
、
寺
内
に
対
す
る
こ
と
ば
と
し
て
、

朝
鮮
と
云
ふ
幽
霊
は
第
一
前
統
監
に
票
り
、
叉
次
の
統
監
に
巣
り
、
総
理
外

務
の
両
相
に
巣
り
候
間
、
閣
下
に
も
慥
か
に
巣
る
に
相
違
無
之
候

と
い
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た

朝
鮮
の
事
に
て
偽
り
を
言
ふ
（
裏
切
る
の
意
か
Ｉ
筆
者
）
者
は
必
ず
死
す
と

の
古
語
有
之
候

と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
も
知
ら
れ
る
が
、
事
実
彼
自
身
、
こ
の
大
正
十
二
年
ま

で
に
三
年
越
し
の
亡
霊
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
十
年
間

秘
し
つ
堂
け
た
事
柄
の
自
白
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
大
正
九
年
五
月
二
十
七
日
附
、
朝
鮮
十
三
道
の
旧
一
進
会
員
か
ら
の
杉
山
に

対
す
る
「
決
死
状
」
つ
ま
り
問
責
状
で
あ
り
、
そ
れ
は
杉
山
に
自
決
を
せ
ま
る

内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
は
そ
の
全
文
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
「
建
白
」
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

旧
一
進
会
員
十
三
道
代
表
者
尹
定
植
等
、
齋
書
遠
呈
子
日
東
杉
山
茂
丸
君
貴

下
、
謹
請
貴
下
之
自
決
孝
。

抑
日
韓
合
邦
之
大
義
、
惟
我
一
進
会
率
先
提
唱
者
也
。
故
会
長
李
容
九
及
現

子
爵
宋
乗
暖
両
氏
、
肝
胆
相
照
洞
察
世
界
之
大
勢
、
且
為
東
洋
平
和
之
維

持
、
潭
身
努
力
不
顧
一
生
之
運
命
、
排
得
閨
国
之
群
議
、
代
表
我
会
員
一
百

万
人
与
其
他
六
箇
団
体
、
奏
請
両
国
皇
帝
陛
下
、
則
此
為
根
源
即
貴
下
之
最

所
熟
知
者
也
。
当
時
李
宋
両
人
確
信
貴
下
之
重
望
於
日
本
民
間
有
傑
士
之

四
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名
、
且
於
政
府
及
元
老
間
有
非
凡
勢
力
。
故
与
貴
下
深
々
結
托
、
推
戴
我
一

進
会
顧
問
之
席
、
以
請
指
導
吾
人
実
。
蓋
合
邦
之
挙
、
誰
云
吾
人
之
一
致
賛

同
、
然
至
於
併
合
後
形
式
的
政
治
機
関
等
、
当
時
尚
多
区
々
之
意
見
難
免
疑

惑
。
故
吾
人
先
由
貴
下
欲
知
日
本
政
府
之
真
意
所
在
英
。
貴
下
以
事
故
不
得

自
来
、
以
代
理
人
同
志
菊
地
忠
三
郎
氏
派
遣
。
同
菊
地
氏
於
会
員
大
会
席

上
、
以
貴
下
代
理
資
格
、
傳
布
当
時
首
相
桂
公
及
外
相
小
村
侯
内
意
。
（
一
）

日
韓
両
国
各
依
主
権
者
対
等
協
定
合
為
一
国
事
、
（
二
）
両
国
人
民
於
政
治

上
社
会
上
無
差
別
平
等
権
利
附
与
事
、
以
上
二
大
要
点
説
明
故
、
於
此
吾
人

以
表
満
腔
之
賛
意
、
尤
益
奮
励
、
抗
辨
国
論
之
反
対
、
以
完
最
後
之
努
力

英
。
豈
可
意
哉
及
併
合
之
実
行
総
督
府
設
立
之
日
。
其
形
式
及
組
織
反
吾
豫

期
、
日
鮮
両
国
民
間
説
得
著
大
之
差
別
。
吾
人
一
大
失
望
之
歎
墓
不
能
禁

也
。
時
故
李
会
長
療
病
於
須
磨
、
将
瀕
危
篤
。
貴
下
偶
々
訪
問
於
病
床
際
、

握
貴
下
之
手
日
、
鳴
呼
我
見
欺
也
。
遣
一
言
而
瞑
目
。
則
但
恐
此
最
後
一
言
、

尚
応
印
存
於
今
日
貴
下
之
脳
裏
英
。
此
誠
不
可
忘
之
惟
一
悲
劇
也
。
爾
来
吾

人
生
存
於
総
督
統
治
下
、
受
其
不
平
差
別
的
待
遇
、
衷
心
不
堪
憤
憾
。
会
員

百
万
人
、
其
七
分
則
去
属
於
他
教
派
、
漸
至
排
日
。
但
吾
同
志
三
十
万
人
則

尚
今
持
続
其
精
神
、
隠
忍
持
重
十
年
子
葱
。
昨
年
三
月
有
各
派
独
立
運
動
之

挙
、
全
土
衆
如
乱
麻
。
千
時
吾
人
現
在
侍
天
教
大
主
教
宋
乗
峻
氏
同
志
之

下
、
毎
縦
其
懇
諭
之
深
切
、
粛
然
不
動
無
一
人
参
加
於
此
運
動
、
実
所
中
外

共
認
者
也
。
然
而
大
詔
煥
発
、
再
示
一
視
同
仁
之
聖
旨
。
則
温
所
感
激
、
而

今
回
断
然
局
面
一
転
、
吾
人
之
合
邦
提
唱
真
目
的
、
始
可
達
成
故
、
以
是
信

頼
而
無
疑
英
。
爾
来
叉
経
一
年
、
静
視
当
局
之
施
設
、
則
至
有
官
制
改
革
、

総
督
以
下
重
要
官
吏
只
交
其
人
、
其
実
地
改
善
未
現
其
効
、
吾
人
之
平
等
権

利
之
望
期
待
毫
難
是
認
実
・
況
叉
一
般
人
民
之
嵯
怨
嫉
視
吾
人
、
不
意
視
之
以

こ
の
大
正
九
年
五
月
二
十
七
日
の
杉
山
宛
の
決
死
状
に
対
し
て
杉
山
は
、
宋

乗
峻
を
通
じ
て
旧
一
進
会
員
に
対
し
「
十
三
道
委
員
諸
士
の
申
条
尤
千
万
に
て

小
生
は
思
慮
に
も
不
及
賛
成
致
申
候
」
と
返
答
を
送
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
彼
の

配
下
と
も
い
う
べ
き
内
田
良
平
は
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
七
月
渡
鮮
し
て

十
四
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
旧
一
進
会
委
員
と
会
談
し
て
こ
れ
を
慰
撫
す
る

こ
と
に
成
功
し
、
今
後
さ
ら
に
「
合
邦
の
真
目
的
」
達
成
に
逼
進
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
た
め
の
対
政
府
筋
交
渉
に
は
杉
山
が
顧
問
と
な
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
そ
し
て
内
田
は
そ
の
実
働
者
と
し
て
「
朝
鮮
時
局
私
見
」
や
「
日
韓
併
合

前
後
事
情
」
な
ど
を
政
府
に
提
出
し
て
、
対
鮮
政
策
の
改
善
を
要
求
す
る
所
が

あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
大
正
十
年
二
月
に
は
日
鮮
融
和
を
目
的
と
す
る
「
同
光

会
」
の
結
成
と
な
り
、
三
月
に
は
合
邦
精
神
に
も
と
ず
い
て
「
朝
鮮
内
政
独
立

請
願
害
」
の
提
出
と
な
り
、
そ
れ
が
第
四
十
五
議
会
上
程
留
保
と
な
っ
た
の
ち

の
大
正
十
一
年
七
月
に
も
、
そ
の
請
願
運
動
を
含
め
て
加
藤
友
三
郎
首
相
に
対

仇
敵
、
目
之
以
人
面
獣
心
売
国
之
賊
、
是
可
忍
乎
。
以
吾
人
不
明
之
致
、
見

欺
於
貴
下
之
甘
言
、
内
受
同
胞
之
怨
、
外
被
世
人
之
瑚
辱
、
不
能
生
存
此

世
。
則
宜
以
一
死
謝
罪
国
家
社
穣
、
是
為
良
策
也
・
聞
貴
下
元
来
自
許
国
士
之

典
型
、
則
貴
下
抑
亦
知
其
人
道
之
重
、
政
治
道
徳
之
責
任
、
何
不
榔
其
一
身
以

救
我
三
十
万
人
之
生
命
獣
。
若
貴
下
但
知
其
大
言
壮
語
力
不
能
喚
起
国
論
、

又
不
能
使
之
覚
醒
政
府
当
局
、
則
何
不
自
割
其
腹
以
謝
吾
人
及
地
下
李
容
九

之
霊
兼
以
発
揮
其
日
本
男
子
之
本
色
耶
。
今
者
吾
人
決
以
一
死
断
然
謝
罪
於

同
胞
実
。
貴
下
之
必
与
吾
人
共
其
一
死
、
確
信
不
疑
。
故
遊
以
謹
請
貴
下
之

快
答
。
危
言
敢
多
失
礼
宥
恕
幸
甚
敬
白
（
句
読
点
筆
者
）
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し
て
、
「
同
光
会
ノ
所
信
並
二
運
動
経
過
二
就
テ
加
藤
首
相
二
贈
ル
書
」
が
提

出
さ
れ
た
。
（
史
渕
一
○
○
号
「
日
韓
併
合
後
の
内
田
良
平
」
）
「
建
白
」
の

書
か
れ
た
大
正
十
二
年
は
、
以
上
の
如
き
経
過
の
継
続
中
な
の
で
あ
る
。
杉
山

と
し
て
も
今
や
事
の
真
相
を
語
っ
て
、
「
真
に
欺
い
た
の
は
誰
か
」
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
自
己
の
「
日
韓
併
合
」
に
関
す
る
功
績
と
ひ
き

か
え
に
現
在
の
「
韓
民
塗
炭
」
の
惨
状
を
、
合
邦
運
動
の
本
意
に
従
っ
て
救
済

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
表
白
が
こ
の
「
建
白
」
第
十
一
の
後
半
部
分
で

あ
っ
て
、
そ
の
書
き
出
し
は
大
要
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

叉
朝
鮮
の
事
に
付
て
は
前
に
も
申
上
候
通
り
、
仮
令
小
生
の
一
身
は
犠
牲
と

致
す
も
十
分
に
御
聴
取
を
願
度
存
申
候
。
先
ず
我
帝
国
二
千
年
来
の
大
難
問

題
た
る
朝
鮮
の
関
係
は
…
悉
く
朝
鮮
の
始
末
を
何
と
か
片
付
け
て
帝
国
存
立

の
安
堵
を
計
ら
ん
と
企
て
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
事
…
然
る
に
合
邦
後
の
総
督
政

治
は
前
李
朝
の
政
治
に
比
し
て
水
の
益
々
深
き
が
如
く
火
の
益
々
熱
つ
き
が

如
き
有
様
と
悪
化
致
し
来
り
た
る
哉
に
存
申
候
。
小
生
卿
か
従
来
よ
り
日
韓

の
問
題
を
憂
慮
し
：
．
合
邦
の
事
件
に
連
鎖
を
有
し
候
事
有
之
候
為
め
薮
に
其

表
裏
内
外
の
真
相
に
付
、
記
臆
の
筋
合
を
一
二
進
言
仕
候
。
．
：

そ
し
て
杉
山
の
告
白
は
、
ま
ず
彼
の
合
邦
運
動
と
の
か
上
わ
り
合
い
の
端
初

の
件
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
四
十
年
十
一
月
二
日
か
ら
三
日
午

前
二
時
に
至
る
、
京
城
統
監
府
官
邸
で
の
、
伊
藤
博
文
に
対
す
る
統
監
辞
任
勧

告
の
強
談
判
の
一
件
で
あ
る
。
事
の
お
こ
り
は
伊
藤
が
京
城
の
各
国
総
領
事
を

官
邸
に
招
い
て
の
演
説
中
、
日
韓
両
国
の
関
係
に
つ
い
て
、
日
韓
合
体
説
は
よ
ろ

し
か
ら
ず
、
日
本
は
韓
国
を
永
久
に
保
護
国
と
し
て
存
置
す
る
旨
を
表
明
し
た

事
に
発
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
四
十
年
七
月
二
十
四
日
の
日
韓
第
三
次
協
約

直
後
の
こ
と
坐
推
測
さ
れ
る
が
、
杉
山
と
し
て
は
元
来
日
本
存
立
維
持
の
た
め

に
日
本
の
韓
国
独
占
を
必
須
条
件
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
第
三
次
協
約
に
お
い

て
、
「
日
韓
の
間
に
行
運
ひ
を
生
ぜ
ざ
る
や
う
、
合
体
な
り
連
合
な
り
最
も
適

当
の
方
法
」
が
と
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
期
待
し
て
お
り
、
こ
れ
銀
外
れ
た
た

め
、
伊
藤
の
表
明
を
失
言
と
し
て
統
監
辞
職
を
勧
告
し
た
と
い
う
。
こ
の
一
件

は
杉
山
の
自
慢
ぱ
な
し
の
一
つ
と
し
て
、
彼
の
他
の
著
書
に
も
語
ら
れ
て
い

る
。
他
の
箇
所
で
は
こ
の
時
杉
山
が
短
刀
を
伊
藤
の
前
に
置
い
て
自
決
を
す
上

め
た
と
も
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
日
時
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
「
建
白
」

で
は
短
刀
の
こ
と
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
代
り
に
こ
の
件
が
四
十
年
十
一
月

二
日
か
ら
三
日
午
前
二
時
ま
で
と
、
事
件
の
日
時
が
極
め
て
確
定
的
に
な
っ
て

い
る
点
や
、
ま
た
「
こ
れ
が
小
生
の
日
本
官
憲
に
対
す
る
日
韓
合
邦
談
の
最
初

か
と
存
申
候
」
と
い
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
実
情
は
こ
れ
が
総
て
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
明
治
三
十
九
年
、
一

進
会
々
長
李
容
九
と
内
田
良
平
の
日
韓
合
邦
（
連
邦
）
の
盟
約
以
来
、
杉
山
は

こ
の
一
進
会
の
親
日
的
合
邦
運
動
を
用
い
る
に
足
る
と
見
て
、
こ
の
一
進
会
の

維
持
発
展
に
も
蔭
な
が
ら
手
を
借
し
、
情
況
の
報
告
は
委
細
内
田
か
ら
受
け
て

そ
れ
に
対
す
る
指
令
も
与
え
て
い
た
。
し
か
る
に
伊
藤
は
こ
の
一
進
会
を
疎
ん

ず
る
か
に
見
え
、
ま
た
そ
の
い
わ
ゆ
る
漸
進
主
義
に
よ
っ
て
日
韓
合
邦
に
耳
を

か
さ
ず
と
知
っ
て
、
内
田
も
宋
乗
峻
も
伊
藤
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
、
杉
山
共
々

に
決
意
し
て
外
務
筋
の
伊
藤
を
捨
て
坐
軍
部
筋
の
山
県
・
桂
に
の
り
か
え
よ
う

と
し
た
の
が
こ
の
事
件
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
藤
が
合
邦
説
に
耳
を
か
さ

な
い
の
は
外
交
上
の
正
当
な
理
由
に
よ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
杉
山
の
強
談
判
に

対
し
て
伊
藤
が
、
「
余
が
日
韓
の
合
体
を
唱
へ
ざ
る
は
、
余
が
合
体
せ
ざ
る
に

非
ず
し
て
．
：
日
韓
協
約
な
る
物
が
合
体
を
峻
拒
す
る
訳
で
あ
る
。
曰
く
『
朝
鮮

王
室
の
隆
盛
を
計
る
事
、
朝
鮮
富
強
の
基
を
立
て
る
事
、
朝
鮮
が
独
立
す
る
ま
で

一
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内
田
良
平
の
「
日
韓
合
邦
回
想
録
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
合
邦
問
題
に
つ
き
廟

堂
の
議
に
二
派
あ
り
、
山
県
・
寺
内
等
の
軍
人
派
は
合
邦
（
実
は
併
合
）
説
、

伊
藤
・
井
上
・
小
村
等
の
文
官
派
は
保
護
継
続
説
、
そ
し
て
桂
は
「
後
者
に
属

す
れ
ど
も
二
派
の
両
端
を
握
り
、
自
己
の
去
就
自
由
な
る
地
位
に
立
て
り
」
と

い
っ
て
い
る
。
さ
て
「
建
白
」
中
、
伊
藤
統
監
辞
任
勧
告
に
つ
ぐ
第
二
の
問
題

は
、
明
治
四
十
二
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
、
杉
山
の
、
李
容
九
・
宋
乗

峻
私
的
顧
問
契
約
の
件
で
あ
る
。
こ
の
一
件
成
立
の
経
過
に
は
首
相
の
桂
、
外

相
の
小
村
の
示
唆
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
杉
山
は
、
「
二
派
の
両
端
を
握

り
」
と
内
田
が
批
評
し
た
桂
の
「
代
理
」
と
な
る
と
同
時
に
李
・
宋
の
私
的
顧

問
た
る
こ
と
を
、
政
府
首
脳
か
ら
黙
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
政
府
を
し

て
日
韓
併
合
の
た
め
に
合
邦
運
動
を
利
用
す
る
こ
と
の
条
件
を
作
り
出
し
た
こ

と
に
な
る
。

「
建
白
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
顧
問
の
件
は
、
は
じ
め
韓
国
側
か
ら
杉
山
に
要

請
が
あ
っ
た
が
、
杉
山
は
、
帝
国
忠
良
の
臣
民
と
し
て
、
外
国
の
政
治
団
体
顧

は
日
本
は
切
に
努
費
の
用
を
助
け
て
永
久
に
保
護
す
る
事
』
等
の
条
項
は
総
理

大
臣
が
締
結
し
て
…
両
国
主
権
者
の
御
璽
を
鈴
せ
ら
れ
た
る
条
約
な
り
云
々
」

と
い
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
如
何
に
杉
山
が
抗
癖
し
て
も
無
駄
で
あ
っ
た
。

伊
藤
を
捨
て
て
軍
部
筋
に
の
り
か
え
る
の
は
、
こ
の
点
を
の
り
こ
え
よ
う
と
す

る
努
力
で
も
あ
っ
た
が
、
桂
首
相
と
し
て
も
そ
れ
は
無
理
で
あ
る
こ
と
が
次
第

に
杉
山
に
も
判
明
す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
韓
国
側
一
百
万
と
称
せ
ら
れ

る
一
進
会
中
心
の
韓
民
の
「
日
韓
合
邦
請
願
書
」
の
提
出
が
、
日
韓
併
合
達
成

の
必
須
の
条
件
、
最
後
の
切
札
と
な
る
の
で
あ
る
。

四

間
た
る
こ
と
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
せ
ず
、
一
度
は
「
断
然
謝
絶
」
し
た
が
、
そ
れ

を
桂
・
小
村
に
報
告
し
た
際
、
両
人
か
ら
、
「
拒
絶
は
尤
も
な
る
も
、
条
件
に

依
っ
て
は
、
或
は
至
大
の
便
利
を
得
る
事
あ
る
や
も
知
れ
ず
」
と
の
示
唆
に
よ

っ
て
結
局
宋
・
李
の
私
的
顧
問
た
る
契
約
書
を
と
り
か
わ
し
て
い
る
。
し
か
も

そ
の
契
約
書
の
第
二
条
に
は
「
宋
・
李
の
二
人
は
顧
問
た
る
杉
山
の
提
出
す
る

意
見
に
は
必
ず
同
意
す
る
」
と
い
う
条
件
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
桂
・
小
村

の
示
唆
自
体
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
政
府
筋
に
お
い
て
こ
の
時
点
で
す
で

に
日
韓
併
合
遂
行
の
た
め
に
合
邦
運
動
利
用
の
企
図
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
件
は
「
日
韓
合
邦
秘
史
」
で
も
ほ
ぼ
同
様
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
異

な
る
点
は
こ
の
顧
問
の
一
件
は
、
は
じ
め
杉
山
の
発
案
と
し
て
内
田
に
伝
え
ら

れ
、
そ
れ
が
一
進
会
側
の
歓
迎
す
る
所
と
な
っ
て
杉
山
に
対
す
る
要
請
と
な
っ

た
と
い
う
点
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
契
約
が
、
桂
と
の
間
で
は
、
杉
山
が
桂
の

代
理
た
る
資
格
に
お
い
て
契
約
し
た
も
の
と
い
う
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
を
「
建
白
」
で
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い

ヲ
（
〉
Ｏ

此
は
両
相
の
御
注
意
に
依
り
て
締
結
し
た
る
契
約
に
て
。
：
決
し
て
小
生
一
己

の
必
要
に
て
栫
へ
た
る
物
に
無
之
、
国
家
万
一
の
時
或
は
入
用
も
と
存
じ
て

一
云
女
Ｏ

つ
ま
り
は
日
韓
協
約
と
い
う
外
交
上
の
障
害
を
の
り
こ
え
る
た
め
の
、
日
本
政

府
か
ら
韓
国
側
へ
の
隠
密
な
指
令
の
。
〈
イ
ブ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
杉
山
が
、

一
面
桂
の
代
理
で
あ
り
、
同
時
に
李
か
ら
下
駄
を
預
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
日

韓
併
合
の
暁
に
、
韓
国
一
進
会
側
が
「
裏
切
者
」
と
し
て
ま
ず
杉
山
を
考
え
て

ふ
し
ぎ
は
な
い
。
前
掲
の
杉
山
あ
て
の
「
決
死
状
」
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
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が
、
そ
の
文
中
に
も
李
容
九
の
憤
死
の
一
件
に
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
李
の
心

中
に
は
「
杉
山
（
お
よ
び
そ
の
配
下
た
る
内
田
・
武
田
）
に
す
ら
欺
ま
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
の
疑
は
終
に
消
え
て
い
な
い
。
明
治
四
十
四
年
三
月
三
十

日
附
、
武
田
範
之
あ
て
の
李
の
書
簡
の
末
尾
に
「
杉
山
・
内
田
・
武
田
の
諸
氏

が
欺
さ
れ
た
の
か
、
宋
・
李
二
人
が
欺
さ
れ
た
の
か
」
と
訴
え
て
い
る
の
が
そ

れ
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
は
ま
だ
後
の
問
題
で
あ
る
。
い
ま
杉
山
が
ゑ
ず
か
ら
発
案
し
て

一
身
に
「
桂
の
代
理
」
と
李
容
九
の
私
的
顧
問
（
し
か
も
杉
山
の
意
見
に
李
が

服
従
す
る
と
い
う
条
件
つ
ぎ
の
）
の
ふ
た
役
を
負
っ
た
の
も
、
政
府
の
意
向
は

い
ざ
知
ら
ず
、
彼
自
身
が
日
韓
の
関
係
を
「
合
体
な
り
連
合
な
り
最
も
適
当
な

方
法
で
両
国
百
年
の
治
策
を
」
決
定
的
に
し
た
い
と
焦
慮
し
た
か
ら
で
あ
り
、

さ
ら
に
外
交
上
の
「
保
護
条
約
」
の
も
つ
制
約
を
の
り
こ
え
る
た
め
の
ル
ー
ト

を
設
定
す
る
必
要
を
痛
感
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ま
た
一
面
、
こ
の
四
十
二
年
八
月
と
い
う
時
点
が
、
政
府
筋
の
対
韓

政
策
上
、
一
つ
の
決
定
的
な
時
で
あ
っ
た
こ
と
を
杉
山
は
果
し
て
知
っ
て
い
た

か
ど
う
か
。
政
府
筋
の
韓
国
併
合
の
意
図
は
既
に
こ
の
年
三
月
か
ら
小
村
外
相

の
意
見
と
し
て
案
文
が
作
成
さ
れ
、
三
月
三
十
日
附
で
桂
に
提
出
す
ゑ
で
あ

り
、
四
月
十
日
に
は
伊
藤
も
同
意
し
て
お
り
、
そ
れ
は
こ
の
七
月
六
日
の
閣
議

に
附
せ
ら
れ
て
、
同
日
勅
裁
を
得
た
。
た
堂
、
そ
の
内
容
は
抽
象
的
な
「
併
合

の
方
針
の
決
定
」
で
あ
っ
て
、
併
合
の
具
体
的
方
策
は
ま
だ
何
も
な
い
と
い
っ

て
よ
い
。
す
な
わ
ち
そ
の
箇
条
は

第
一
適
当
ノ
時
機
二
於
テ
韓
国
ノ
併
合
ヲ
断
行
ス
ル
コ
ト

第
二
併
合
ノ
時
機
到
来
ス
ル
迄
〈
併
合
ノ
方
針
二
基
キ
充
分
二
保
護
ノ

実
権
ヲ
収
メ
努
メ
テ
実
力
ノ
扶
植
ヲ
図
ル
ペ
キ
コ
ト

に
す
ぎ
な
い
。
ま
さ
に
虎
視
眈
眈
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
統
監
政
策
は
着
実
に

そ
の
歩
を
す
生
め
て
は
い
た
と
は
い
え
、
た
と
え
「
保
護
ノ
実
権
」
を
ど
こ
ま

で
充
実
し
て
見
て
も
、
日
韓
の
条
約
上
、
ま
た
国
際
信
義
の
上
か
ら
も
、
そ
の

ま
入
で
「
保
護
」
が
そ
の
ま
ま
「
併
合
」
と
は
な
り
得
ず
、
こ
の
点
が
伊
藤
の

承
な
ら
ず
、
桂
・
小
村
に
も
頭
痛
の
た
れ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
保
護
」

を
「
併
合
」
に
転
ず
る
た
め
に
は
、
両
国
の
関
係
を
変
質
さ
せ
る
よ
う
な
何
ら

か
の
決
定
的
な
チ
ャ
ン
ス
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
伊
藤
式
に
気
永

に
待
つ
か
、
そ
れ
と
も
術
策
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
す
か
し
な
い
以
上
、
「
適
当

な
時
機
」
は
や
っ
て
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
朝
に
腕
一
本
夕
に
足
一
本
を
切
取
る

て
い
の
保
護
政
治
に
、
韓
国
の
合
邦
運
動
者
が
最
後
ま
で
悩
ま
さ
れ
た
の
も
、

一
面
日
本
政
府
の
側
で
、
併
合
に
ふ
ゑ
き
れ
な
い
悩
承
を
も
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。し

か
し
こ
の
「
日
韓
併
合
決
定
」
の
件
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
右
の
条
文

の
次
に
、
（
引
用
書
ｌ
日
韓
合
邦
一
件
）
と
い
う
一
行
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
の
併
合
方
針
の
決
定
に
、
何
ら
か
日
韓
合
邦
運

動
側
の
動
向
が
勘
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
い
て
い
え
ば
合
邦
運
動
を
何
ら
か

の
意
味
で
使
用
も
し
く
は
利
用
す
る
意
図
す
ら
う
か
が
え
る
こ
と
。
ま
た
こ
れ

に
関
連
し
て
、
こ
の
「
併
合
」
と
い
う
語
が
「
韓
国
が
全
然
廃
滅
に
帰
し
て
帝

国
領
土
の
一
部
と
な
る
の
意
」
と
い
う
こ
と
の
了
解
事
項
が
こ
の
時
の
閣
議
に

あ
っ
た
と
見
て
よ
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
右
の
第
二
点
に
つ
い
て
は
「
日
韓
併

合
小
史
・
山
辺
健
太
郎
著
」
所
引
の
倉
知
鉄
吉
の
覚
書
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で

あ
る
。因

に
日
ふ
、
当
時
我
官
民
間
に
韓
国
併
合
の
論
少
か
ら
ざ
り
し
も
、
併
合
の

思
想
未
だ
十
分
明
確
な
ら
ず
、
或
は
日
韓
両
国
対
等
に
て
合
一
す
る
が
如
き
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五

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
事
態
は
ほ
ぼ
明
か
で
あ
ろ
う
。
欺
し
た
の
は
最
終
的
に
桂

首
相
で
あ
り
、
杉
山
で
は
な
い
。
杉
山
も
ま
た
欺
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
桂
に
う

ま
く
操
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
建
白
第
十
一
項
」
は
こ
の
点
を
證
か
す

た
め
に
書
か
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
閣
議
を
杉
山
が
知
っ
て
い
た
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
杉
山
の
「
。
〈
イ
ブ
役
」
引
う
け
一
件
の
い
き
さ
つ
か

ら
見
て
も
、
次
の
「
合
邦
請
願
文
提
出
」
一
件
か
ら
見
て
も
、
杉
山
に
も
そ
の

決
定
は
知
ら
さ
れ
ず
、
す
べ
て
杉
山
自
身
の
発
意
で
あ
る
よ
う
に
桂
・
小
村
が

仕
向
け
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
「
建
白
」
は
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
い

戸
、
／
Ｏ

夫
よ
り
日
韓
の
問
題
は
種
々
様
々
な
る
混
雑
と
纒
綿
と
に
よ
り
て
推
移
致
居

候
処
、
統
監
（
曾
祢
）
屡
々
上
京
協
議
に
因
り
て
日
韓
合
邦
の
事
に
は
首
相

も
外
相
も
不
同
意
を
言
明
せ
ら
る
上
に
立
至
り
申
候
て
云
々

そ
し
て
こ
れ
に
対
す
る
杉
山
の
焦
慮
と
抗
議
に
対
し
て
、
小
村
外
相
は
ふ
た
た

び
国
際
関
係
上
の
保
護
条
約
に
よ
る
制
約
論
を
男
女
関
係
の
譽
嚥
に
よ
っ
て
語

思
想
あ
り
、
叉
或
は
澳
甸
国
の
如
き
種
類
の
国
家
を
作
る
の
意
に
解
す
る
も

の
あ
り
、
従
て
文
字
も
叉
合
邦
或
は
合
併
等
の
文
字
を
用
ひ
た
り
し
が
、
自
分

は
韓
国
が
全
然
廃
滅
に
帰
し
て
帝
国
領
士
の
一
部
と
な
る
の
意
を
明
か
に
す

る
と
同
時
に
、
其
語
調
の
余
り
に
過
激
な
ら
ざ
る
文
字
を
選
ば
ん
と
欲
し
、

種
を
苦
慮
し
た
る
も
適
当
の
文
字
を
発
見
す
る
こ
と
能
は
ず
、
因
て
当
時
未

だ
一
般
に
用
い
ら
れ
居
ら
ざ
る
文
字
を
選
ぶ
方
得
策
と
認
め
、
併
合
な
る
文

字
を
前
記
文
書
に
用
ひ
た
り
。
之
よ
り
以
後
公
文
書
に
は
常
に
併
合
な
る
文

字
を
用
ふ
る
こ
と
上
な
れ
り
。
乍
序
附
記
す
。

り
、
「
そ
の
場
合
其
女
性
が
自
発
的
に
一
個
の
男
性
に
向
っ
て
特
に
…
結
婚
を

申
込
む
の
外
：
．
合
邦
は
君
等
の
望
通
り
に
は
出
来
ぬ
と
云
ふ
に
過
ぎ
ず
」
と
答

え
た
。
杉
山
も
こ
の
時
は
「
外
相
の
議
論
の
甚
だ
明
蜥
な
る
に
打
負
け
極
度
の

落
胆
を
」
し
た
が
、
「
万
止
む
を
得
ず
」
、
「
然
ら
ば
朝
鮮
よ
り
具
体
的
に
合
邦

な
る
結
婚
を
申
込
孜
候
は
望
閣
下
は
拒
む
能
は
ず
と
被
申
候
哉
」
と
問
い
、
小

村
は
「
然
り
」
と
答
え
、
両
人
は
こ
の
点
の
合
意
を
握
手
に
よ
っ
て
「
誓
約
」

し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
小
村
が
ま
ず
杉
山
に
示
唆
を
与
え
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
れ
は
以
前
の
杉
山
の
顧
問
の
件
に
関
し
て
、
杉
山
が
一
応
辞
退
し

た
の
を
、
小
村
・
桂
の
両
人
が
、
「
拒
絶
は
尤
も
な
る
も
条
件
に
よ
っ
て
は
或

は
至
大
の
便
利
を
得
る
事
あ
る
や
も
知
れ
ず
」
と
い
っ
た
そ
の
暗
示
と
密
接
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

小
村
は
杉
山
に
誓
約
し
た
。
し
か
し
「
建
白
」
に
よ
れ
ば
桂
は
い
ま
一
段
慎

重
で
、
最
後
ま
で
杉
山
に
尻
尾
を
握
ら
せ
な
か
っ
た
。
首
相
と
し
て
は
さ
も
あ

る
べ
き
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
桂
と
し
て
は
杉
山
に
全
責
任
を
と
ら
せ
る
意

が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
後
の
一
件
で
も
想
像
さ
れ
る
。
桂
の
、
韓
国
側

か
ら
の
合
邦
請
願
書
提
出
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
言
は

馬
鹿
を
云
ふ
な
、
台
湾
の
生
蕃
で
さ
え
自
己
の
蕃
社
を
失
は
ざ
る
た
め
に
首

を
賭
し
て
常
に
抵
抗
す
る
に
非
ず
や
。
夫
れ
よ
り
も
智
識
程
度
の
発
達
し
た

る
朝
鮮
人
が
何
で
自
己
の
国
家
を
取
っ
て
呉
れ
よ
と
申
出
る
筈
が
な
い
。
杉

山
の
希
望
は
イ
ン
ポ
ッ
シ
プ
ル
、
不
可
能
の
事
で
あ
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
最
終
的
に
は
黙
認
し
た
形
に
な
っ
た
。
「
日
韓
合
邦
秘

史
」
で
は
こ
の
辺
り
の
経
過
が
や
入
異
っ
て
お
り
、
杉
山
の
相
手
は
、
小
村
で

な
く
専
ら
桂
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
言
葉
も
、
杉
山
が
「
請
願
書
の
提
出
を

許
容
す
る
か
」
と
問
う
と
、
桂
が
「
請
ひ
来
ら
ぱ
許
容
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
ら

九



ん
」
と
答
え
、
さ
ら
に
杉
山
が
請
願
書
提
出
の
あ
か
つ
き
に
は
合
邦
を
断
行
す

る
か
と
問
う
と
、
桂
は
「
果
し
て
然
る
を
得
ば
実
に
是
れ
良
策
に
し
て
、
他
列

国
も
叉
異
議
を
挾
む
の
余
地
な
か
ら
ん
」
と
答
え
て
い
る
。
実
情
は
「
建
白
」

の
方
に
あ
り
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
、
杉
山
に
と
っ
て
「
建
白
」
に
見
ら
れ
る
桂
の
言
葉
ほ
ど
刺
激
的

な
暗
示
は
な
い
。
こ
の
不
可
能
事
を
可
能
に
す
る
た
め
、
彼
は
直
ち
に
「
請
願

書
提
出
運
動
」
に
着
手
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
、
桂
・
杉
山
の
意
味
す
る

「
合
邦
」
と
い
う
語
の
内
容
の
差
が
重
大
で
あ
ろ
う
。
政
府
筋
に
お
い
て
は
、

た
と
え
「
合
邦
」
と
い
う
場
合
で
も
、
そ
れ
が
前
記
倉
知
覚
書
に
見
ら
れ
た
意

味
の
も
の
以
外
で
な
い
こ
と
は
、
こ
の
桂
の
言
中
「
何
で
自
己
の
国
家
を
取
っ

て
く
れ
よ
と
申
出
る
筈
が
な
い
」
と
い
う
表
現
で
も
明
か
で
、
合
邦
と
は
韓
国

を
取
る
こ
と
で
あ
る
。
杉
山
の
場
合
は
合
邦
と
い
う
語
は
根
本
的
に
は
「
合
体

な
り
、
連
合
な
り
」
と
い
う
表
現
が
示
す
よ
う
に
、
と
も
か
く
も
「
日
韓
一
体

化
」
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
桂
に
向
え
ば
桂
の
欲
す
る
よ
う

に
、
李
容
九
に
向
え
ば
李
の
欲
す
る
様
に
表
現
し
得
る
日
和
見
的
な
点
が
強
い

が
、
し
か
し
こ
の
「
建
白
」
に
お
い
て
、
当
時
は
既
に
日
韓
併
合
達
成
後
十
五

年
に
も
な
ろ
う
と
し
て
い
る
に
も
か
塁
わ
ら
ず
、
杉
山
が
「
併
今
巳
と
い
う
語

を
一
切
使
用
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
「
合
邦
」
と
い
っ
て
い
る
点
か
ら
見
て
も
、
や

は
り
一
進
会
の
「
合
邦
」
、
李
容
九
の
欲
し
た
「
合
邦
」
の
本
意
は
十
分
理
解

し
て
は
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
が
日
韓
合
体
に
急
な
る
あ
ま
り
に
、
こ

の
合
邦
の
真
意
を
目
的
と
せ
ず
、
「
合
邦
」
の
語
を
軽
々
に
「
日
韓
合
体
」
遂

行
の
手
段
化
し
た
点
に
、
彼
の
策
士
た
る
過
誤
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
な
お
李

容
九
の
合
邦
の
理
念
に
つ
い
て
は
、
九
大
文
学
部
紀
要
「
史
渕
」
第
百
二
号
の

拙
論
「
李
容
九
の
日
韓
合
邦
運
動
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
日
韓
合
邦
秘
史
」
に
よ
れ
ば
杉
山
は
こ
の
桂
と
の
会
談
の
帰
途
、
た
だ
ち

に
宋
乗
峻
邸
に
至
っ
て
内
田
を
招
集
し
た
上
で
、
合
邦
建
議
の
案
文
作
成
を
命

じ
て
い
る
が
、
「
建
白
」
に
お
い
て
は
こ
の
間
の
事
情
が
や
上
異
り
、
「
其
後

宋
乗
峻
氏
李
容
九
氏
を
招
き
」
、
両
人
に
合
邦
請
願
を
い
い
ふ
く
め
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
前
後
の
時
点
で
は
、
李
容
九
は
京
城
に
居
た
の
で

あ
る
か
ら
、
両
人
を
前
に
し
て
説
得
し
た
と
い
う
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
こ
の
時
の
杉
山
の
説
得
の
内
容
は

１
、
日
本
政
府
は
保
護
条
約
に
制
約
さ
れ
て
は
い
る
が
、
早
晩
そ
れ
を
の
り

こ
え
て
日
韓
合
体
に
踏
承
切
る
べ
き
決
意
で
あ
る
こ
と

２
、
そ
の
場
合
、
日
本
政
府
の
側
か
ら
こ
れ
を
遂
行
す
る
な
ら
ば
、
「
朝
鮮

民
族
は
彼
の
牧
場
の
動
物
の
如
く
」
植
民
地
扱
い
と
な
る
こ
と

其
こ
れ
に
反
し
て
、
「
今
朝
鮮
の
自
覚
心
よ
り
合
邦
を
申
込
む
時
は
」
、

い
わ
ゆ
る
「
合
資
会
社
」
と
な
り
、
「
世
界
の
植
民
地
と
違
い
、
同
等
の

資
格
を
以
て
日
本
人
民
た
る
こ
と
を
得
く
し
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
対
し
て
、
李
・
宋
両
人
は
頗
る
憂
慮

の
面
持
て
「
何
れ
に
し
て
も
お
互
（
宋
・
李
両
人
）
は
売
国
奴
と
な
る
の
覚

悟
は
免
れ
難
い
時
機
で
あ
る
」
と
歎
い
た
と
い
う
。
こ
の
「
建
白
」
に
見
え
る

杉
山
の
説
得
が
事
実
と
す
れ
ば
時
期
的
に
は
、
李
容
九
の
来
日
中
（
四
一
年
九

月
’
四
二
年
六
月
）
の
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
面
杉
山
の
説
得
の
内
容
は

む
し
ろ
李
容
九
自
身
の
か
ね
が
ね
抱
懐
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
こ
れ

に
よ
っ
て
李
自
身
売
国
奴
視
さ
れ
る
覚
悟
と
そ
の
克
服
の
問
題
も
李
容
九
と
し

て
は
一
応
解
決
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
九
州

史
学
四
八
号
拙
論
「
日
韓
合
邦
運
動
と
孫
乗
煕
」
参
照
）
こ
れ
を
杉
山
の
説
得

と
す
る
の
は
、
杉
山
に
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一

○
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そ
し
て
こ
れ
以
後
の
事
態
は
、
四
十
二
年
十
二
月
四
日
の
一
進
会
々
長
李
容

九
外
百
万
人
の
名
を
以
っ
て
の
韓
国
皇
帝
・
曾
祢
統
監
・
総
理
大
臣
李
完
用
に

対
す
る
、
日
韓
合
邦
奏
上
文
及
請
願
書
の
提
出
お
よ
び
そ
の
受
理
ま
で
の
経

過
、
四
十
三
年
二
月
二
日
附
杉
山
と
桂
の
合
議
に
よ
る
合
邦
請
願
受
理
の
一
進

会
あ
て
通
知
、
四
十
三
年
五
月
三
十
日
曾
祢
統
監
の
辞
職
と
寺
内
の
統
監
就

任
、
七
月
二
十
三
日
寺
内
の
京
城
入
り
、
八
月
十
六
日
寺
内
よ
り
李
完
用
に
対

す
る
日
韓
併
合
申
渡
し
、
同
二
十
一
日
夜
の
李
完
用
よ
り
韓
帝
へ
の
日
韓
併
合

奏
上
と
そ
の
允
許
が
あ
っ
て
、
二
十
二
日
午
後
韓
廷
御
前
会
議
に
よ
る
日
韓
併

合
条
約
可
決
お
よ
び
そ
の
調
印
終
了
に
至
る
。
こ
の
間
の
こ
と
を
「
建
白
」
も

杉
山
の
側
か
ら
語
っ
て
い
る
が
、
特
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
た
堂
こ
の
部

分
を
通
じ
て
、
政
府
側
と
し
て
は
最
後
ま
で
杉
山
を
通
じ
て
一
進
会
の
勢
力
を

利
用
し
尽
し
て
い
る
こ
と
、
李
完
用
が
併
合
に
反
対
の
時
は
、
杉
山
の
通
報
一

下
一
進
会
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
李
完
用
内
閣
に
と
っ
て
代
り
、
併
合
を
承

認
す
る
こ
と
の
計
画
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る

が
、
杉
山
の
い
い
た
い
と
こ
ろ
は
む
し
ろ
こ
の
後
の
部
分
す
な
わ
ち
併
合
後
の

日
本
政
府
の
対
韓
措
置
に
つ
い
て
雪
あ
ろ
う
。

「
狡
兎
死
し
て
良
狗
煮
ら
る
」
と
は
併
合
達
成
直
前
七
月
十
日
の
武
田
範
之

の
語
で
あ
る
が
、
武
田
と
し
て
は
国
に
殉
ず
る
点
は
悔
な
い
と
し
て
、
「
政
府

も
し
事
を
誤
り
て
一
進
会
を
士
崩
瓦
解
せ
し
む
る
に
至
ら
ぱ
、
小
衲
は
韓
の
百

年
の
後
を
憂
ひ
て
国
の
た
め
に
悲
し
ま
ん
の
承
」
と
い
っ
て
い
る
。
韓
国
問
題

が
将
来
日
本
を
危
う
く
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
武
田
の
予
言
は
、
大
正
八
年
の
万

才
事
件
や
九
年
の
杉
山
あ
て
の
問
責
状
と
し
て
も
現
実
化
し
て
い
る
。
杉
山
は

併
合
達
成
当
時
、
必
し
も
武
田
ほ
ど
良
心
的
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
少
く
も

李
容
九
に
対
し
て
は
心
苦
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
罪
劫
感
が
こ
の
「
建
白
」

の
第
十
一
項
最
後
の
部
分
に
お
い
て
、
問
責
状
の
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
が

ら
告
白
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
「
韓
民
塗
炭
の
苦
の
た
め
に
残
生
を
維
持

す
る
」
と
い
う
の
も
そ
の
謝
罪
の
た
め
で
あ
っ
た
。

狡
兎
死
し
て
良
狗
煮
ら
る
塁
憂
き
目
は
杉
山
も
併
合
達
成
直
後
味
わ
さ
れ
た

と
い
う
。
併
合
の
調
印
完
了
の
噂
と
共
に
杉
山
は
こ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
寺

内
に
「
下
関
及
京
城
の
同
志
の
者
小
生
が
第
二
の
電
報
に
よ
っ
て
進
退
を
決
せ

ん
と
欲
す
、
其
後
の
成
行
如
何
哉
御
一
報
を
乞
ふ
」
と
打
電
し
た
・
万
一
の
場
合

に
は
杉
山
の
指
令
に
よ
る
一
進
会
員
の
決
起
が
寺
内
と
の
間
に
予
約
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
寺
内
の
返
電
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
貴

下
友
人
の
進
退
に
関
し
て
は
本
官
の
関
知
す
る
処
に
非
ず
其
後
の
成
行
と
は
如

何
な
る
事
な
る
か
本
官
は
健
在
な
り
御
安
意
を
乞
ふ
」
・
そ
し
て
そ
れ
以
後
、
「

新
総
督
よ
り
は
一
書
一
電
の
到
来
な
く
」
と
杉
山
は
「
建
白
」
で
の
べ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

一
般
に
日
韓
合
邦
運
動
者
の
う
ち
、
日
本
人
側
の
杉
山
・
内
田
・
武
田
等
は

共
通
し
て
何
ら
か
の
日
韓
合
体
に
急
で
あ
り
、
そ
れ
が
連
邦
・
併
合
何
れ
の
形

式
に
よ
る
も
あ
ま
り
頓
着
し
な
い
点
が
あ
る
が
、
し
か
し
合
体
後
の
韓
民
の
休

戚
に
は
配
慮
し
た
◎
か
れ
ら
は
日
韓
民
の
一
体
化
こ
そ
望
ん
だ
が
、
韓
民
族
に

対
す
る
植
民
地
支
配
は
欲
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
既
に
排
日
・

反
日
感
情
の
強
い
韓
民
族
を
し
て
、
い
た
ず
ら
に
「
離
日
」
を
煽
る
結
果
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
「
併
合
」
後
の
か
れ
ら
は
何
ら
か
の
意

味
で
対
政
府
批
判
者
で
あ
る
。
武
田
が
「
小
衲
は
韓
の
百
年
の
後
を
憂
ひ
て
国

の
た
め
に
悲
し
む
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
内
田
が
執
勘
に
政
府
に
諌
言

一
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し
て
や
ま
な
い
の
も
（
前
掲
拙
文
「
日
韓
併
合
後
の
内
田
良
平
」
）
、
杉
山
が

こ
の
「
建
白
」
を
記
す
の
も
同
じ
で
あ
る
。

寺
内
は
杉
山
を
捨
て
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
杉
山
の
方
で
は
そ
の
後
も
寺

内
に
前
後
三
回
の
意
見
書
を
提
出
し
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
要

約
さ
れ
て
い
る
。

其
一
は
「
日
韓
合
邦
の
成
立
は
一
に
天
皇
の
御
盛
徳
に
因
る
は
素
よ
り
に
候

も
、
終
始
閣
下
の
御
尽
力
に
因
っ
て
今
日
あ
る
に
至
候
事
日
韓
両
国
民
の

幸
福
の
た
め
慶
賀
無
此
上
、
葱
に
謹
ん
で
祝
意
を
表
し
奉
る
」

其
二
は
「
日
韓
合
邦
願
書
は
、
日
韓
人
無
差
別
待
遇
と
云
う
が
条
件
に
て
提

出
致
候
物
に
御
座
候
間
、
日
韓
合
邦
の
詔
勅
に
は
是
非
此
一
語
を
御
加
へ

被
遊
候
が
、
天
皇
の
御
仁
徳
の
旧
韓
民
に
普
及
致
候
上
に
大
関
係
あ
る
儀

に
御
座
候
間
、
旧
朝
鮮
の
李
王
家
及
旧
韓
民
一
千
八
百
万
人
の
た
め
偏
へ

に
閣
下
の
御
執
成
を
乞
ふ
」

其
三
は
「
治
鮮
の
御
方
針
は
彼
の
班
・
葡
二
国
の
フ
ラ
イ
キ
ズ
ム
国
旗
主
義

の
高
圧
に
よ
ら
ず
、
英
国
の
ラ
ン
ド
ズ
ム
既
ち
其
士
人
本
位
に
因
り
朝
鮮

の
旧
慣
を
尊
重
し
朝
鮮
人
を
御
任
用
被
遊
候
て
御
組
織
相
成
候
方
琶
に
御

成
功
の
御
便
利
な
る
の
承
な
ら
ず
、
天
皇
陛
下
の
御
仁
政
を
普
及
被
遊
候

上
に
於
て
も
言
語
文
字
の
暢
達
点
丈
に
て
も
甚
だ
宜
敷
御
処
置
と
奉
存
上

候
右
は
前
統
監
に
進
言
致
し
多
大
の
御
成
功
あ
り
し
例
に
倣
ひ
言
上
仕
候

合
邦
後
御
政
治
の
善
果
を
切
望
致
候
余
り
敢
て
野
人
一
片
の
微
言
を
捧
け

申
候
」

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
も
寺
内
か
ら
は
何
の
返
書
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
政

府
筋
と
し
て
は
、
合
邦
運
動
に
関
し
て
は
当
分
一
切
触
れ
た
く
な
い
気
持
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

○

以
上
に
よ
っ
て
杉
山
茂
丸
「
建
白
」
第
十
一
項
中
日
韓
合
邦
に
関
す
る
主
要

点
に
ふ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
韓
併
合
達
成
の
過
程
に
合
邦
運
動
が
如
何
な
る

形
で
組
込
ま
れ
て
い
る
か
が
い
く
ら
か
で
も
判
明
す
れ
ば
、
小
論
の
目
的
は
達

せ
ら
れ
る
。
こ
の
点
が
従
来
の
日
韓
併
合
史
の
研
究
に
欠
け
て
い
る
こ
と
を
惜

し
む
か
ら
で
あ
る
。

思
う
に
列
強
の
間
に
介
在
す
る
弱
小
国
は
そ
の
独
立
を
い
か
に
し
て
持
続
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
初
年
の
日
本
は
そ
の
弱
小
国
た
る
こ
と
を
自
覚
し
独

立
を
焦
慮
し
た
。
板
垣
・
植
木
が
世
界
政
府
を
構
想
し
、
中
江
が
軍
備
放
棄
を

夢
見
た
の
も
、
弱
小
日
本
独
立
維
持
の
一
方
法
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
。
李

容
九
た
ち
東
学
の
徒
に
は
、
民
族
主
義
と
そ
の
宗
教
的
世
界
観
に
よ
る
国
家
観

念
の
稀
薄
が
見
ら
れ
る
と
す
る
も
、
彼
等
が
日
韓
の
連
邦
に
よ
っ
て
韓
民
族
の

奴
隷
化
回
避
を
構
想
し
た
こ
と
を
一
笑
に
附
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
宇
内
政

法
と
い
い
、
軍
備
放
棄
と
い
い
、
そ
れ
が
現
代
の
現
実
的
課
題
も
あ
る
よ
う

に
、
小
国
に
よ
る
連
邦
も
新
興
小
独
立
国
の
間
に
試
ゑ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
最

近
、
筑
波
常
治
氏
の
「
洪
陸
軍
中
将
の
刑
死
Ｉ
民
族
意
識
ゆ
え
に
日
本
人
よ
り

日
本
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
朝
鮮
人
将
官
の
悲
劇
Ｉ
」
を
読
み
、
真
に
日

本
人
た
ら
ん
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
っ
た
洪
思
蝿
を
日
本
軍
部
が
「
ど
の

よ
う
に
ゑ
な
し
、
ど
の
よ
う
に
あ
つ
か
い
、
利
用
し
た
か
」
（
筑
波
氏
の
表

現
）
、
そ
し
て
彼
を
最
後
に
ど
の
よ
う
に
捨
て
去
っ
た
か
を
教
え
ら
れ
、
日
本

官
僚
の
李
容
九
に
対
す
る
態
度
、
李
容
九
の
生
涯
の
苦
悩
を
再
び
見
る
思
い
が

し
た
。
異
民
族
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
行
為
は
世
界
人
類
の
共
通
し
た
心
理
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
は
日
本
人
に
特
有
な
精
神
構
造
に
よ
る
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
か
。

終
り
に
こ
の
「
建
白
」
を
教
示
さ
れ
た
九
大
文
学
部
川
添
昭
二
助
教
授
に
謝

意
を
表
す
る
。

四
八
・
八
・
二
稿
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